



































































































































































































物」« natures mortes » という表現から、プルースト的な「死と生」の在り方が読み解かれ
るだろう。「死と生」の在り方に視線を向けることで、『失われた時』を構成するいくつも
の挿話の間に、有機的な連繋を浮かび上がらせる。その一例として、画家エルスチールに
影響を受けた語り手の挿話を捉え直すことになるだろう。エルスチールと光の挿話を網羅
的に参照することで、そうした挿話すべてにアルベルチーヌが関わっていることを確認し、
これまでアルベルチーヌについて論じられてきたことに新たな光をあてる。「＜時＞の女神」
と表現されるアルベルチーヌと、光の効果の対応関係が明らかになるだろう。 
『失われた時を求めて』においては、まずエルスチールが出てくると、陽光への言及が
なされ、その二つがそろう挿話にはアルベルチーヌが関わる、という流れがある。つまり
『失われた時』におけるエルスチールと陽光が照らすものの変容を語る挿話には、必ずア
ルベルチーヌが関与している。これはどういうことなのか。アルベルチーヌは既に指摘し
たように、過去のイメージに語り手の視線を向ける人物である。時間的イメージに強く結
び付いた人物として、アルベルチーヌは描かれていた。彼女の名前を語り手に伝え、二人
の距離をいくらか縮める役割を果たしたのがエルスチールだった。彼は印象主義的技法を
実践した画家である。画面には照りつける陽光を描き、陸と海という異なるものが並置さ
れて、印象主義的な変容を遂げていた。その挿話から作品の時間は進み、「ソドムとゴモラ」、
「囚われの女」で陽光の効果とエルスチールの印象主義の問題は反復して語られることに
なる。エルスチールと光の挿話それぞれにアルベルチーヌを関連付けていくこうした記述
行為が、アルベルチーヌと光の効果の照応関係を際立たせているのだ。『失われた時』では
光の効果でイメージが変容してゆく。同じように過去のイメージを喚起するアルベルチー
ヌは、語り手を過去の真実の探求へ導く役割を果たしている。消え去った彼女に対する忘
却は進み、それと照応するかのように、真実性を帯びた作品の創造という天職が啓示され
ることになる。 
 以上のように本研究においては、光や陽光がプルースト美学において占める重要性を具
体的に示し、考察した。もとより一つだったテクストを分割する記述行為、ビロードの柔
らかさに陽光が射すことで生成する光沢感のイメージ、そうしたイメージの源泉となった
ラスキン作品、印象派エルスチールと陽光の挿話すべてに関与するアルベルチーヌを新た
に指摘することが出来た。もしこうした陽光の描写がなければ、『失われた時』で追求され
たプルーストの美学は崩れてしまうだろう。この作品において、光の効果が極めて重要な
役割を担っていることが確認できた。 
 
